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看護管理研修

【看護ミドルマネジャーコース】
日程■2019年8月7日（水）〜10日（土）
会場■株式会社ホギメディカル本社ビル
B1（東京都港区）
定員■60名
参加費■会員4万円　非会員5万2,000
円
プログラム■「医療安全の推進における
看護師長の役割」佐々木久美子（医療法
人社団直和会・社会医療法人社団正志会
本部看護部）／「マネジャーに必要な概念
化能力とその育成」陣田泰子（看護現場
学サポーター）／「活力ある職場を造ろう
─フィッシュ哲学を通して」小路美喜子

（前・公益社団法人東京慈恵会総合医学
研究センター医療教育部主任研究員）／

「コーチングを用いた部下とのコミュニ
ケーション技法」米本倉基（藤田医科大学
医療科学部医療経営情報学科教授）／病
棟部門の患者安全と施設管理」筧淳夫（工
学院大学建築学部デザイン学科教授）／

「地域包括ケア時代のチーム医療と看護
マネジメント」小池智子（慶應義塾大学看
護医療学部准教授）／「病院経営における
キャッシュフローの重要性と損益計算書
との関係」松岡博（日本赤十字社医療事業
推進本部）／グループワーク
【看護職副院長・看護部長　経営管理コー
ス】
日程■2019年9月5日（木）・6日（金）
会場■株式会社ホギメディカル本社ビル
B1（東京都港区）
定員■96名
参加費■会員1万9,000円　非会員2万
5,000円
プログラム■「経営指標の視点で病院経
営を考える」石井孝宜（石井公認会計士
事務所所長）／「看護師の働き方改革に
向けて─看護現場の課題と対応」奥村元
子（公益社団法人日本看護協会労働政策
部看護労働課）／「組織で取り組む医療安
全」藤原喜美子（東京慈恵会医科大学葛飾

医療センター医療安全推進室医療安全管
理者）／「看護に関する事例から見たトラ
ブル対策」桑原博道（仁邦法律事務所弁護
士）／「病床機能変更・病棟再編成におけ
る看護マネジメント」髙木智美（社会福祉
法人聖隷福祉事業団聖隷佐倉市民病院総
看護部長）／「看護管理者が推進する機能
連携」角田直枝（茨城県立中央病院看護局
長）
※以下，共通
申し込み方法■下記URL参照
　 公益社団法人医療・病院管理研究協会
☎/  03-3352-2575
　 http://byoken.com

新刊紹介『ケアするまちの 
デザイン─対話で探る
超長寿時代のまちづくり』

　『病院』2019年4月号のGraph欄で紹
介した「ふくやま病院」の移転新築プロ
ジェクトを手掛けたコミュニティデザイ
ンの第一人者・山崎亮氏が地域包括ケア
の先進地域を訪ね，「地域共生社会をつ
くるもの」を探る『訪問看護と介護』の好
評連載に書きおろしの1章を加えてまと
められた1冊．
主な目次■
1．ケアとまちづくりはどこで出合うの
か─高齢者総合ケアセンターこぶし園の
サポートセンター 吉井靖子さん（社会福
祉法人長岡福祉協会　高齢者総合ケアセ
ンターこぶし園総合施設長／看護師）×
高田清太郎さん（株式会社高田建築事務
所　代表取締役／建築家）　2．誰がまち
をケアするのか─魅知普請の創寄りと
チーム永源寺　花戸貴司さん（東近江市
永源寺診療所　所長／医師）×北川憲司

さん（滋賀地方自治研究センター理事）　
3．何がケアとまちをつなぐのか─地域
包括ケア幸手モデル　中野智紀さん（社
会医療法人JMA東埼玉総合病院　地域
糖尿病センターセンター長・在宅医療連
携拠点菜のはな室長／医師）×小泉圭司
さん（元気スタンド・ぷリズム合同会社
代表社員・NPO元気スタンド代表）　4．
ケアするまちをどうつくるのか─Share
金沢，三草二木　西圓寺　雄谷良成さん

（社会福祉法人佛子園　理事長／僧侶）×
西川英治さん（株式会社五井建築研究所
代表取締役／建築家）　5．ケアとデザイ
ンの再会と深化　山崎亮 
著■山崎　亮
A5判／202頁／医学書院刊
ISBN978-4-260-03600-9
定価■本体2,000円＋税

医療安全認定臨床コミュニ 
ケーター実習研修会2019 

（クライシス・コミュニケーション/
クライシス・ガバナンス編）

テーマ■医療事故時の対応のあり方
日程■2019年8月22日（木）・23日（金）
会場■東京大学本郷キャンパス（東京都
文京区）
参加申し込み〆切■2019年8月12日

（月）
※定数（250名）になり次第〆切
参加申し込み方法■下記URL参照
プログラム■講義「医療事故時のコミュ
ニケーションのあり方」和田仁孝（早稲田
大学大学院法務研究科教授）／講義・実習

「法的観点から見た医療事故発生時の組
織対応のあり方」大磯義一郎（浜松医科大
学医学部「医療法学」教授）／臨床講演・
実習「事象発生後対応管理（PARM）コー
ス研修−入院患者急変時対応編」永山正
雄  （国際医療福祉大学大学院医学研究科
脳神経内科学教授）／臨床講演・実習「医
療者側からの患者理解と患者の心理−模
擬患者を用いた医療面接」鈴木崇代（静岡
医療コミュニケーション研究会代表）
　 国際医療リスクマネージメント学会
☎/  03-3817-6770
　 head.office@iarmm.org
　 http://www.iarmm.org/J/CRCA2019/
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